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Ⅰ はじめに 
 

  本市の教育を取り巻く環境は、教育施設の老朽化等をはじめ、児童生徒の

学力低下や不登校、事件・事故、いじめ等の問題行動、家庭や地域の教育力

の低下など厳しい状況にあります。また、外国語活動やキャリア教育及び特

別支援教育等の教育テーマへの対応、独自の自然や文化を活かした生涯学習

のための環境整備などに加え、ネット社会における新たな教育課題等が山積

しています。 

  国内にあっては、教育基本法及び教育三法（学校教育法、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律、教育職員免許法及び教育公務員特例法）の改正

と学習指導要領の改訂による新学習指導要領の移行措置（平成23年度小学校、

平成 24 年度中学校完全実施）が実施されます。 

また、教員免許更新制度や全国学力・学習状況調査の見直し、教職員定数

の改善、高等学校就学支援等教育の充実のための環境は大きく変化している

状況にあります。 

  重点施策は、こうした時代の流れの中で、名護市教育委員会が重点的に取

り組む施策を掲げ、取りまとめたものであります。 

 

 

 

Ⅱ 基本方針 
 

  名護市では、平成 21 年３月に「第４次名護市総合計画」を策定し、本市の

将来像の実現に向けた長期的な方向を示すとともに、名護市教育委員会では、

平成 21 年７月に同計画を踏まえて「名護市教育基本計画」を策定し、平成 21

年度から平成 25 年度までの具体的な政策を示しました。 

  平成 23 年度重点施策は、「第４次名護市総合計画」、「名護市教育基本計画」

及び「平成 23 年度名護市重点施策」との整合のもと策定を行いました。 

教育委員会の役割･使命を確認した上で、子どもを主体とした教育の本質を

見つめ直し、より良い教育・学習環境を提供していくことを基本方針として、

次の施策を重点的に取り組んでまいります。 
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Ⅲ 教育委員会の全体的な重点課題 

  本市教育委員会では、教育に関する数々の課題を抱えているが、特に次の

重点課題の解決に向け、教育委員会総力を挙げて取り組んでいく必要がある。 

 １ 学力・体力向上の推進 

 ２ 情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した教育の推進 

 ３ 平成 24 年度二見以北小中一貫教育校の開校に向けた取組 

 ４ 複式学級の課題解消に向けた取組 

 ５ 学校・家庭・地域連携事業の推進 

 ６ 国指定重要文化財「津嘉山酒造所施設」修復保全・活用計画の推進 

 ７ 国指定天然記念物「名護のひんぷんガジュマル」風倒対策の実施 

 ８ 老朽化した校舎等の整備 

 ９ 新博物館建設の推進 
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Ⅳ 重点施策 

 

第１ 教育行政 

１ 目的 

  教育基本計画（平成 21 年 7 月 1 日策定）の基本理念及び基本計画などを 

基本に、教育委員会の全体的な重点課題等も踏まえ、各重点施策の実現に 

向けた必要な諸条件の整備を図るため、次の重点施策に取り組む。 

 

２ 重点施策 

  (1)  教育環境の整備と支援の充実 

・ 効率的組織運営を図るため、予算の適正配分と人事による教育委員 

会事務局の円滑なる事業の推進 

・ 「子ども夢基金」の活用による子どもたちの夢の実現の後押し 

・ 文化・スポーツ面での児童生徒の県外派遣等に関する支援の充実 

・ 「教育の日」の制定により、市民の教育に対する意識と関心を高め、 

学校・家庭・地域、社会全体での教育力向上の気運を構築 

   ・ 学校給食の地産地消の推進 

   ・ 学校給食施設再整備に向けた取組 

(2)  学校教育施設の整備・充実 

・ 平成 24年４月開校予定の小中一貫教育校に向けた、校舎建設工事・ 

 運動場整備工事、既設校舎の改修工事の推進 

・ 老朽化の著しい屋部小学校校舎の改築工事の推進 

・ 老朽化で取壊した久辺小学校屋内運動場の改築事業の着手 

・ 老朽化の著しい久志幼稚園の改築工事の着手 

・ 適切な管理による安全・安心な教育施設・場所の提供 

   ・ 武道ができる環境整備の検討 

 

 

第２ 学校教育 

１ 目的 

生きる力を育む教育を目指すために、学校、家庭、地域社会における基 

本的な生活習慣の形成を基盤として、確かな学力の定着を図る。また、安 

全で安心して学ぶことのできる教育環境の中で、自他の生命を尊重し、他 

者を思いやることのできる豊かな人間性を身につけさせ、一人ひとりの個 

性や能力の伸長に向けて、次の重点施策に取り組む。 

 

２ 重点施策 

(1) 確かな学力を身に付けさせる教育の推進 

・ 教職員の資質向上を目的として課題を明確にした研修会の実施 

・ 学習指導支援者の継続配置とその有効な活用 

・ 小学校外国語活動研修会の実施 

・ 市学力向上対策委員会の取組の充実と学校訪問等の工夫 
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・ 市指定研究校等の取組に関する支援と研究成果の普及 

   ・ 英語教育における名桜大学及び理科教育における沖縄工業高等専門 

学校との連携 

 (2) 児童生徒理解に基づく教育の推進 

・ 教職員の生徒指導の充実を目的とした研修会の実施 

・ 教育相談業務の改善・充実と福祉部門との連携 

・ 児童生徒の日常的な諸問題に対する予防・解決のための関係機関と 

の行動連携（中学校区ごとのネットワークづくりの推進・充実と「早 

寝・早起き・朝ごはん」運動の推進） 

・ 適応指導教室（あけみお学級）を中心とした不登校児童生徒への支 

援の推進 

・ 生徒指導支援者の継続配置とその有効な活用 

(3) 自立や社会参加を行うための基礎を培う教育の推進 

・ 教職員の特別支援教育の充実を目的とした研修会の実施 

・ 特別支援教育支援者等の配置 

・ 就学指導体制を含めた、特別支援教育の校内体制の確立 

・ 学校現場における、特別支援教室「とうや」の積極的な開催 

(4) 心豊かな人間性を育む心の教育の推進 

・ 道徳の時間と他の教育活動との関連を明確にし、「六諭のこころ」を 

生かした道徳授業の充実 

・ 命のつながりを育み、心に響く人権・平和教育の充実 

(5) 国際社会に対応できる人材の育成 

・ 望ましい言語環境の下での教育活動の展開 

・ 中学生海外短期留学派遣事業の継続 

(6) 情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した教育の推進 

・ 情報モラル等の情報教育を推進するための研修会の実施 

・ 「参加する授業」及び「わかる授業」づくりを目的としたＩＣＴを 

活用した実践報告会の実施 

(7)  平成 24 年度二見以北小中一貫教育校の開校に向けた取組 

・ 非常勤講師及びＡＬＴの配置による小中一貫教育に向けた支援 

・ 支援チームによる学校への教育課程研究等の支援 

・ 小中一貫教育校開校準備員会を開催し、開校に向け、校歌、ＰＴＡ 

会則等の検討 

(8) 複式学級の課題解消へ向けた取組 

・ 新たに発生した安和小の複式学級について、その在り方を検討 

・ 源河小及び中山分校について、保護者地域との合意形成 

  (9) 学校教育と幼児教育との連携 

   ・ 幼児教育を担う「こどもの瞳が輝くまちづくり部（仮称）」との連携 

  (10) 幼児教育の充実 

   ・ ＰＤＣＡサイクルに基づいた公立幼稚園運営の推進 

   ・ 幼稚園を取り巻く状況に応じた効率的な公立幼稚園運営に向けた取 

り組みの推進 
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   ・ 幼児教育力の向上や自己解決能力向上を目的とする実践的研修の促 

    進 

   ・ 幼稚園舎の余裕スペースを活用した保育所の分園や学童保育等の推 

    進 

   ・ 効率的な幼稚園運営を支える人事体制の確立 

 

 

第３ 社会教育 

１ 目的 

 地域社会全体で子どもを守り育むことや地域の教育力を高め地域力の再 

生を図ることを基本目標に、社会教育団体の組織の活性化による社会教育 

活動の充実、青少年の健全育成の推進、生涯スポーツ社会の推進のため、 

次の重点施策に取り組む。 

 

２ 重点施策 

(1) 社会教育団体の組織の活性化による社会教育活動の充実 

・ 地域の社会教育団体への支援のため、社会教育主事の支所配置 

・ 社会教育団体（子ども会・婦人会・青年会等）への活動支援 

・ 友好都市児童交流事業の推進 

・ 学校・家庭・地域連携事業(平成 22 年度は学校支援地域本部事業)の 

 推進 

   ・ 放課後子ども教室推進事業の推進 

 (2) 青少年問題における課題解決の推進 

    ・ 青少年問題に対する基本的な方針・計画の策定 

   ・ 深夜はいかい防止名護市民大会の開催 

   ・ 夜間街頭指導の実施（全県一斉夜間街頭指導、夏祭り夜間街頭指導、 

桜祭り夜間街頭指導） 

  (3) 青少年の健全育成の推進 

・ 少年の船事業を県外から県内研修に移行し、多くの児童・生徒が参 

加可能な自然体験活動を重視したプログラムの実施 

・ より充実した成人式の開催 

(4) 市民一人ひとりが気軽に親しむ生涯スポーツの推進 

・ 多様な生涯スポーツ事業の実施 

・ 市民のスポーツニーズに対応するため、体育指導委員の資質向上と 

組織の強化 

・ 地域の子どもと成人・高齢者が共に参加し「健康づくりと地域づく 

り」をめざす総合型スポーツクラブの育成を推進 

(5) 市民に夢と希望を与える競技スポーツの推進 

・ 名護市体育協会をはじめ、学校体育団体、各種競技スポーツ団体と 

 連携を図り、トップアスリートの育成・強化と指導者の養成・確保 

(6) 社会体育施設の整備拡充と利用の推進 

・ 社会体育施設の修繕整備の推進 
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第４ 文化行政 

１ 目的 

文化の担い手は常に市民である。その一人ひとりが主体的に生きいきと 

  活動することにより豊かな文化の創造につながり、その活動を支援するこ 

  とが行政の役割である。 

身近な自然を保護し、先人が育んできた歴史・文化を市史にまとめ、平 

  和を願い、次世代の担い手とともに継承・活用する施策を推進し、その環 

境づくりに努めるため、次の重点施策に取り組む。 

 

２ 重点施策 

(1) 文化財の保全・活用 

・ 市内遺跡詳細分布調査（辺野古ダム周辺地域・名護グスク詳細地形 

 測量調査）の実施 

・ 埋蔵文化財保存活用整備事業の充実を図り、考古資料を活用した教 

育普及活動や展示・公開スペースの整備の推進 

・ ひんぷんガジュマル倒木対策事業として、支柱・工作物等の詳細設 

計及び施工の実施 

・ 国指定重要文化財「津嘉山酒造所施設」保存修理事業の着手 

(2) 市史編さん事業の推進 

・ 名護市史本編８『芸能』及び文献資料集５『土地租税制度 上』の刊 

行 

・ 調査研究、特に「戦後生活史編」の調査の推進 

・ 行政資料（歴史的文書）の収集整理 

(3) 教育普及活動の推進 

・ 「戦争編」と連携し、平和学習「高校生とともに考えるやんばるの 

沖縄戦」の企画 

・ 「芸能編」の成果について市史セミナーでの報告 

・ 民話紙芝居の製作や字誌編さんへの支援 

 

 

第５ 中央公民館 

１ 目的 

中央公民館は、市民に身近な社会教育施設として、「集い」「学び」「つな 

ぐ」機能をさらに充実させ、生涯学習機会の提供や家庭教育の充実、地域 

公民館との連携事業を通して、「地域力」の再生を目指し、地域社会や市民 

ニーズに対応した公民館機能の充実を図るため、次の重点施策に取り組む。 

 

２ 重点施策 

(1)  生涯学習機会の充実 

・ 専門的技能をもった地域の人材を活用し、子どもや親が体験的に学 

ぶ場として、「子ども・親子講座」の実施 

・ 社会の変化に対応した課題として、市民とともに学習や体験する機 
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会を提供するため、「公民館提案講座」の実施 

・ サークル団体が、自主的に活動できるよう支援するとともに、学習 

成果を発表する機会の提供 

・ あらゆる世代にとって身近で、利用しやすい学習拠点として、環境 

美化や維持管理の充実 

(2) 家庭教育の充実 

・ 子育てについての課題や悩みを解消するため、地域や学校等と連携 

し、その場に出向き「課題別子育て講座」を実施 

・ 子育て情報を子育て応援メールマガジン（毎月）で配信 

(3)  地域公民館との連携 

・ 名護市公民館連絡協議会と連携し、公民館活動を支える人材を育成 

するため、公民館職員等研修会を実施 

・ 地域や各種団体の要望（講座提案）を受けて、「地域移動講座」を実 

施 

(4) 地域公民館（コミュニティー施設）の管理・支援の充実 

・ 各地域公民館から提出される利用状況報告書を基に、状況に応じ適 

宜、適正な利用について支援 

 

 

第６ 中央図書館 

１ 目的 

市民の需要や社会問題、課題等に目を向け、市民に役立つ開かれた図書 

  館として、図書資料の充実や移動図書館の利用促進に努める。また、中央 

  図書館を拠点として、学校図書館・地域公民館・教育関連機関との協力・ 

  連携を図り、読書環境の整備を図る中で、児童生徒に読書の楽しさを伝え、 

市民やボランティアに学ぶ機会を提供するため、次の重点施策に取り組む。 

 

２ 重点施策 

(1) 図書館サービスの充実 

・ 図書館サービスの基本である貸出を中心に、図書資料・情報収集を 

積極的に行い、登録、返却、レファレンス（読書案内）、リクエスト（予 

約）サービス等を充実 

・ 図書資料の有効的活用を考慮し、学校図書館や地域公民館、企業等 

への団体貸出の促進 

・ ボランティアや職員によるお話会を開催し、児童生徒に読書の楽し 

さを伝えるなかで、自分だけの大好きな本「私の一冊」の奨励や、各 

家庭に「座右の絵本（本）」の設置を推進 

(2) 移動図書館（がじまる号）の利用促進 

   ・ 本館を日常的に利用できない地域の小中学校、保育園、地域公民館 

を利用者のニーズに合わせて巡回し、連携を図りながら読書習慣活動 

を推進 
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第７ 博物館 

１ 目的 

   「名護・やんばるの生活と自然」をテーマにした生涯学習の拠点として、 

博物館が持つ４つの機能（①展示、②資料収集・保管、③教育普及活動、 

④調査研究）を十分に活かし、学校や地域との連携を深めた活動を行うと 

ともに、新博物館建設を推進するため、次の重点施策に取り組む。 

 

２ 重点施策 

 (1) 博物館利用の推進 

  ・ 「名護・やんばるのくらしと自然」をテーマとした企画展の開催 

  ・ ぶりでぃ子ども博物館の実施 

  ・ 「名護・やんばるのくらしと自然」をテーマにした講演会等の実施 

  ・ 教育機関の実施する博物館を活用した授業への対応の強化 

  ・ 博物館を拠点に活動している市民サークルとの連携の強化 

 (2) 新博物館建設の推進 

  ・ 建設候補地の選定及び基本計画の策定 

  ・ 新博物館建設を見据えた資料の収集と整理 

 

 

第８ 市民会館 

これまで培ってきた芸術文化の蓄積を活かし、新たな芸術文化を創造す 

る活動を支援する。そのため、市民会館を市民、芸術文化団体、アーティス

トなど様々な出会いが生まれる「交流の場」として、芸術文化の交流を促進

するとともに、今後も引き続き子どもへの芸術活動・鑑賞の施策を充実させ、

福祉、環境、まちづくりなどの活動と連携し、幅広い分野への普及活動を目

指す。また、芸術活動に必要な人材や情報・ノウハウを提供し、効率的な施

設運営を図る。 

 

２ 重点施策 

(1) 芸術文化を創造するための環境づくりの推進 

・ 新たな芸術文化活動の創出 

・ 子ども芸術支援事業・アウトリーチ事業をさらにステップアップす 

  るための支援が行なえる機能の充実や機会の提供 

・ 市民参加型事業・交流事業の展開 

  (2)   市民会館の管理・運営の充実 

・ 市民・利用者の意見を施設へフィードバックする体制の強化 

・ 非常時における安全対策や防災対策などに十分に配慮した施設や設 

備の維持管理 



 

 

 


